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昭和47年度卒業式学長告辞
本日ここに昭和47 年度の本学各学部および専攻科を卒業
きれる諸君に対レ心から必祝い申上げます。 ことに諸君は
大学紛争の最もはげしい時期に入学きれ， 本日めでたく揃
って卒業きれることはまことに大慶に存じます。
諸君は小学校よりはじまった長い学生生活と別れ， 明日
から社会人として出発されるについては色々と感慨深いも
のがあると存じます。 最後の大学4 年聞は高校までの授業
と異なり， 自分で勉学する方向を選ぴ， そしていかにして
研究するかの手ほどきを得られたのであります。 ひとくち
に研究と申しますが， 十分な知識を持ち， 良き指導者のも
とに刻苦勉励しつつ， 試行錯誤を繰返してはじめて立派な
成果を得られましょう。 諸君は今後いかなる方面に進まれ
報 第148号
ょうと， 常に研究的に対処して事務や技術の向上を心がけ
て頂きたいものです。 大学では広〈知識を得られた杭研
究の手ほどきを受けたに過ぎず， その知識もすぐには実社
会に役立つものは少ないと考えます。 ミュンへンオリンピ
ックで金メダルを得た男子バレーポールの松平監督はご承
知の諸君もあるでしょうが， 10年も前からこの目的のため
まずバレーの強い東欧諸国の語学を勉強し， その後東欧諸
国を旅行して政情・国畏性を研究し， その広い知識のもと
にチームの強化につとめたとのことです。毎日の練習の中
から新しい技術の創造に全力を傾注してはじめて世界最強
のチーム作りに成功したのであります。 このようにいずれ
の方面でも十分な知識の上に立つ研究に努力してはじめて
立派な成果が得られるのであります。
きてわが国の社針育勢は今や幾多の問題を含みながらも，
一面未曽有の繁栄にあるとも申せます。 諸君の生まれた頃
は戦後日なお浅く， 生産性も低〈物資も非常に不足してい
ましたが， 昨今はG N Pも上昇し物資はちまたにあふれ，
貿易収支にしても困るほど黒字を続けています。 諸君はこ
の豊かな社会にいかに対処していくかが大きな問題でしょ
う。 せっかく大学教育を受けた諸君としては， その点， 十
分考慮して自己の向上を忘れることなく生きがいある人生
を送られたいものです。
諸君はこれまで交わってきた多くの学友にもまして， 今
後社会では各種の人と接していかねばなりません。 その場
合常に信念と誠意を持ち続け， いたずらに不和雷同するこ
となく幾多の難局を打開するよう心がけて下さい。
「至誠天に通ずjという言葉があります杭誠意があれ
ば道も開けましょう。 そうして少しでも社会に貢献して有
意義な人生を送り， 老後悔いなき人生であることをこい願
う次第であります。
私も学長に就任してはや4年になります。 まず， 大学の
永 年の願いであり， また大学の根本道場ともいうべき中央
図書館か噺築落成し， この4月 から開館きれることになり
ました。 ぎた， 学生食堂の新築も認められ， 目下工事がは
じまっております。
懸案であった工学部用地の購入もでき， 一部は新グラン
ドとして造成も完了し， 校舎の新築工事針争つばかりとな
っております。 1 ・2 年後には完成して引越しされること
でしょう。 五福キャンパスも面目を一新いたしますので諸
君もこの心のふるきとを機会ある折に来訪され， 大学発展
のため激励していただきたく存じます。
最後に諸君の社会への門出にあたり前途を祝福して， 私
のはなむけのことばといたします。
昭 和48年3月20日
富山大学長 後藤 秀弘
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関 係 法 令
（諸官）
法 律
0国家公務員の寒冷地手当に関する法律の一部
を改正する法律（ 3 ) 3 ・12
政令
0国家公務員共済組合法施行令の一部を改正す
る政令（31) 3・29
0義務教育費国庫負担 法第2 条但書記の規定に基
き教 職員給与費 等の国庫負担額の最高限度を
定める政令の一昔Eを改正する政令（32) 3 ・29
0 国立大学の附属の料交に関する政令の一部を
改正する政令（49) 3 ・31
O国立大学の大学院に置く研究科の名称及ひ言果
程を定める政令の一部を改正する政令（50) 3 ・31
府 令
0 寒冷地手当支給規則の一部を改正する総理府
令（ 総理9 ) 3・12
省 令
0国立学校設置法施行規則の一部を改正する省
令（文部4 ) 3 ・31
0国立大学の料収び課程並びに講座及び学科
目に関する省令の一部を改正する省令（同5) 3 ・31
規 則
0 職員の保健及び安全保持の全部を改正する規
則（ 人事院10-4 ) 3 ・ 1
0 女子 職員万び年少職員の健康，安全及J福祉
に関する規則（同10 7 )  3 ・ 1
0俸給の特別調整額の一部を改正する規則（同
9 -17) 3 ・ 9
0管理職員等の範囲の一部を改正する規則（同
17-0 )  3 ・20
0初任給， 昇格，昇給等の基準の一昔Eを改正す
る規則H同9 -8 ) 3 ・24
訓 令
0文部省所管旅費 規則の一部を改正する訓令
（文部2 ) 2 ・13
0国立大学の事務局等の部及ひ課に関する訓令
の一部を改正する訓令（同5) 3 ・31
ι ー苦言 刀主
0文部省所管において発注する土木建築に関す
る工事， 施設等の解体運搬に関する工事及び
造林等の工事又は物品の製造， 物品の買入れ
若しくは立木竹の売払いの寸競走争及び指名
報 第148号
競争に参加する者に必要な資格， 資格審査の
申請の時期及ひ十方法等を定めた件（文部9) 2 ・ 5
官庁報告
0 人事院の権限及び所掌事務の一部委任に関し
決定した件（ 人事院公示4 ) 3・1
学 内 規 則
富山大学学則の一部改正
富山大学学則の一部を改正する学則を次のとおり制定す
る。
昭和48年2月16臼
富山大学長 後藤 秀弘
富山大学学則の一部を改正する学則
富山大学学則（ 昭和25年1月20日制定）の一部を次のよ
うに改正する。
第72条第2項を次のように改める。
2 寄宿料の額は， 鉄筋コンクリート造のものにあっては
月額3)0円，その他のものにあっては月額 100円とし，
毎月分を当月 の末日までに納めなければならない。 ただ
し， 7月分および8月分については7月10日までに， 12
月分および1月分については12月25日までに， 3月分に
ついては3月15日までに， それぞれ納めなければならな
し、。
附 則
この学則は， 昭和48年2月16日から施行する。
富山大学工学部規則の一部改正
富山大学工学部規則の一部を改正する規則を次のとおり
制定する。
昭和48年2月16日
富山大学長 後藤 秀弘
富山大学工学部規則の一部を改正する規則
富山大学工学部規則（ 昭和25年12月15日制定）の一部を
次のように改正する。
別表（ 1 ）の生産機械工科物表の専攻科目中
「｜工作機械I 4 I」の次に「｜金属組織学I 2 I」を加
え， 「｜溶接工学I 4 I」を「｜溶接工学I 2 I」に改め
る。
関連科目中
「｜電気工学第2 I 3 I」を「｜電気工学第2 I 2 I」に
改める。
附 則
この規則は， 昭和48年4月 1 日から施行する。 ただし，
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別表（1 ）の生産機械工学科の表の専攻科目中， 「金属組
織学」ならびに「j容接工学」の授業科目および単位数の改
正については， 昭和48年10月 1日から施行する。
富山大学教養部規則の一部改正
富山大学教養部規則の一部を改正する規則を次のとおリ
制定する。
昭和48年3月 9日
富山大学長 後藤 秀弘
富山大学教養部規則の一部を改正する規則
富山大学教養部規則（昭和42年4月 1日制定）の一部を
次のように改正する。
別表に次の備考を加える。
備考総合科目の単位数については， 必要に応じて定め
る。
附 則
この規則は， 昭和48年4月 1日から施行する。
富山大学大学院工学研究科規則の一部
改正
富山大学大学院工学研究干特見則の一部を改正する規則を
次のとおり制定する。
昭和48年3月 9日
富山大学長 後藤 秀弘
富山大学大学院工学研究科昔照ljの一部を改正する規則
富山大学大学院工学研究仰見則（昭和42年5月19日制定）
の一部を次のように改正する。
別表中， 電気工学専攻のうち
「｜物性工学ヰ寺論I z I」を削り，
「｜電気機器工学特論I 4 I 
｜電力工学特論第一I 4 I」」
「｜電気機器工学特論第一I 2 
電気機器工学特論第二I 2 I に，
電力工学特？論第－ , 2 I」
「｜通信工科寺論第一I 4 I」を
「｜通信工学特論第一I 2 I」に，
「｜制御工学特論I 4 I」を
「｜制御工科寺論第一I 2 I 
｜ ｜ ｜ に改め，｜制御工学ヰ寺論第二 I 2 I」 ’ 
「｜計調l江判寺論I 2 I」の次に
「｜物性工科寺論I 2 I」を加える。
附 則
この規則は， 昭和48年4月 1日から施行する。
報 第148号
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第8回事務協議会（ 2月2日）
く議題〉
(1）教員の自費による研修の取扱いについて
(2) 会計検査院による昭和47年度会計実地検査について
(3) 小額工事の学部委任につ」、て
(4) 入試の実施について
(5) その他
第13回評議会（ 2月16日）
ζ報告事項〉
(1）昭和48年度富山大学経済学専攻科入学者選抜試験合
格者の判定について
(2）転学科， 転専攻について
(3）学生の懲戒について
(4）昭和48年度富山大学大学院工学研究科（修土課程）
電子ー工学専攻学生募集要項について
く審議事項〉
(1）富山大学学則の一部を改正する学則（案）について
(2）富山大学工学部規則の一部を改正する規則（案）に
ついて
(3）医学部設置について
(4) 富山大学（教養部）における一弥生教育について（教
養部試案）の取才跡、について
(5）卒業式， 入学式について
(6）教官人事について
(7) 昭和48年度富山大学学生募集要項のー音目変更につい
て
(8) 昭和48年度富山大学文学専攻科学生募集要項（案）
について
(9）昭和48年度富山大学理学専攻科入学者選抜試験合格
者の判定について
(10）転学部について
(11) その他
第｜回教養部運営協議会（ 3月2日）
〈議題〉
(1）総合科目およびゼ ミナールの開設について
(2）富山大学（教養部）における一世教育について（教
養部試案）の取扱いについて
(3）教養部学生への助言指導について
(4) その他
第6 回大学院委員会（ 3月9日）
ζ報告事項〉
(1）昭和48年度富山大学大学院工学研究科（修土課程）
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電子工学専攻学生募集要項について
(2 ）昭和4 8年度富山大学大学院薬学研究科（修土課程）
第 2次入学試験合格者の判定について
ζ審議事項〉
(1）富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正する規
則（案）について
(2）昭和4 8年 度富山大学大学院工学研究科（修土課程〉
第 2 次および電子工学専攻 入学説験合格者の判定に
ついて
但）昭和4 8年 度富山大学大学院工学研究科（修土課程）
入学試験合格者のう ち電子工学専攻新設に伴う専攻
の移動について
(4 ）昭和47年 度富山大学大学院薬判庁究科および工判庁
究科（修土課程）修了者の認定について
第14回評議会（ 3月9日）
〈報告事項〉
( 1）昭和47年 度 会計検査院実地検査について
(2 ）昭和47年 度富山大学大学院薬判庁究科および工判庁
究科（修土課程）修了者の認定について
(3）昭和4 8年度富山大学大学院工学研究科（修土課程）
第 2次および電子工学専攻 入学試験合格者の判定に
ついて
(4 ）昭和4 8年度富山大学大学院工学研究科（修土課程）
入学試験合格者のうち電子工学専攻新設に伴う 専攻
の移動について
(5 ）昭和4 8年 度富山大学大学院薬学研究科（修土課程）
第 2次入学試験合格者の判定について
(6 )  旧図書館の利用計画について
C審議事項〉
(1）富山大学教養部規則の一部を改正する規則 （案）に
ついて
(2 ）富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正する規
則 （案）について
(3） 医学部設置について
(4 ）富山大学経営短期大学部からの請願書について
(5 ）教官人事について（ 文理学部）
(6 ）昭和4 8年度富山大学教育専掛ヰ入学試験合格者の判
定について
(7) 入学試験の実施について
(8）昭和4 8年度入学試験問題作成主任 委員について
(9 ) その他
第15回評議会（ 3月19日）
く審議事項〉
( 1）昭和47年 度卒業および修了者 認定について
(2 ）附属図書館製本費等について
報
(3) プレハブ部室建設費について
(4 ) その他
第9 回事務協議会C3月26日）
〈議題〉
( 1）公印管理規則の制定について
第 14 8号
(2 ）富山地鉄パスの構 内乗り 入れについて
(3) その他
学 内 諸 報
教育学部長の改選
林勝次学部長の任期が昭和4 8年3月30日に満了するこ
とに伴う次期教育学部長候補者の選挙は， 2 月2 1日 教育 学
部 会議室で行なわれ， 深井三郎教授が 選ばれ 3月3 1日付け
で就任された。
深井教授の略歴は次のとおり。
昭和7 年 3月 富山県師範学校卒業
20年5 月 富山 師 範判交助教授
25年4 月 富山大学講 師
2 8年 10月 富山大学助教授（教育学部）
36 年 12月 理学博士
4 1年 4 月 富山大学紛受（教育学部）
44 年6 月 富山大学評議員
地学専攻 富山県下新川郡朝日町出身
会計検査院の会計実施検査
会計 実地検査は昭和4 8年3月5 日（月）から 8日 （木）
までの4日間昭和4 7年 度分（教官に対し交付された科学研
究費補助金の経理を含む。）について，次の検査担当官に
上ってfrなわれた。
主任調査官 高野 正一
取 得 者
取 得 学位
取得年月日
学位論 文
調査官 飯田 秋恵
調査官 和困 窮ー
調査官 飴谷 BB 
学位取得者
薬学部 助手 北辻栄太郎
薬学博士（允）＋｜大学）
昭和47年9 月 2日
頁岩油中間層塩基” の構成成分に関する
研究
学内レクリェーション
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三位
砂将棋大会
実施月日 2月17日 （ 土）午後1 時～
場 所 職員 ホール
入賞者優勝
次勝
三位
惨バドミントン大会
実施月日 2 月3 日 （ 土）午後 l時～
場 所休育館
賞優勝 工 学部A
工学部B
薬学部
第1 4 8号
入賞者 （ 本）
（ 図）
（養）
五百崎喜明
今井 稔
鍬田邦夫
優勝
次勝
報学昭和48年 2月・ 3 月号
能手哲治（ 工）
高木行則 （ 本）
尾山吉昭（ 工）
2月1 0 日（土）午後 l時～
職員 ホール
入
次勝
三位
砂麻雀大会
実施月日
場 所
者航渡外海
渡航の種類
イ
ネ
タ
間
48. 2 .17 
48. 3. 4 
期的
第2回アジア大洋州国際育種学会議出席お
よびネパール， タイの研究施設の視察， 意
見交換
目
ド
ルイ
渡航先国
ン
ノ� -
職,,..... 百属所名氏
外国出張授教文理学部作ノj、林貞
48. 3 10 
48. 7 .10 
国立清華大学客員教授として講義・研究指
導を行なうとともに触媒化学反応および合
金の触媒作用について共同研究を行なう。
湾.L、口外国出張授教文理学部竹内豊三郎
48. 3 .28 
48. 9 .30 
植物の亜硝酸および硝酸還元酵素の研究
ヨーロッパ諸国およびカナダ， アメリカの
植物生理学研究施設の視察と資料しゅう集
スウヰーデン
連 合 王 国
フ ラ ン ス
オ ラ ン ダ
ドイツ連邦共和国
ス イ ス
イ タ リ ア
オーストリア
チエコスロノ〈キア
カ ナ ダ
ア メ リ カ
fr 
海外研修
旅
助教授文理学部鈴木米
動異事人
者A、"Tl 発発令年月日’τ7 合内動異名氏
富山大学長
II 
文部大臣
富山大学長
文部大臣
II II II II 助教授（
子
郁JI I 白
II II II II II 孝JI I 
中
II II II （工学部）II 日月政島
富山大学長
文部大臣
富山大学長3. 31 48. 男範木鈴
職
助 手
（大阪大 学経済学部）
文 部 事 務 官
（経理部主計課警務員）
教 授
（工 学 部）
事 務 補 佐 員
（経 済 学 部）
助 教 授
（教 育 学 部）
講 師
（工 学 部）
技 術 補 佐 員
（経理部 主 計 課）
教 授
（工 学 部）
助 手
（文 理 学 部）
文 部 技 官
，，.→ 邑現
1 
2 . 17 
2. 
II 
48. 
48. 
講師（経済学部）に昇任させる
警務員長を命ずる
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昭和 48 年2月・ 3月号
主 要 日 誌
本
2月 2日 第8回事務協議会
3日 学内バドミントン大 会
1 0日 学内麻雀大 会
1 2～ 21日 昭和4 8年度入学志願書受付
15日 補導協議会
授業料減免選考委員会
1 6日 第13回評議会
17日 学内将棋大 会
学
26～27日 臨時東海 北陸地区国立大学事務局長会議
（於 富山大学）
28～ 3月1日 北陸三大学施設部課長会議（ 於 富山大学）
3月1日 第 7回医学部設置検討委員会
2日 第l回教養部運営協議会
3日 定 年退職者および勧しょう退職者懇談会
5-8日 会計検査院実施検査
7日 第8回医学部設置検討委員会
9 日 第 6回大学院委員会
第1 4回評議会
15日 補導協議会
学寮補導委員会
1 6日 入学試験管理委員会
19日 大学院修了式
第15回評議会
23～24日 昭和48 年度富山大学入学者選抜試験
26日 第9団事務協議会
31～ 4月1 日 第 4回 北信越学生弓道大 会（於 富山県練
成館）
文理学
2月1 日 服務関係事務調査
2日 教授会
人事教授会
選考委員会（ドイツ 文学）
3日 文学ヰヰ，理学ヰヰ 2 年次学生（ 2月1 日 専門課程
移行者）後学期授業開始
7日 選考委員会（国語学）
文理学部同窓会学内理事会
8日 選考委員会（西洋史学）
報 第1 48 号
12日 昭和 48年 度富山大学理学専攻科入学者 選抜試験
1 4日 教授会
17日 文学桝後学期授業終了
19日 選考委員会（ドイツ 文学）
理学専掛ヰ入学者選抜試験合格者発表
20日 選考委員会（生理学）
21日 人事教授会
選考委員会（西洋史学）
28日 人事教授会
3月3日 理科ヰ3 年次学生後学期授業終7
5 日 会計検査院の実地検査
入学却賭健康診断書審査
6 日 理学キヰ教官 会議
7日 理学キヰ4 年次学生後学期授業
理学キヰ2 年次学生後学期授業 4週 4日終了
入学志願者調査書審査
8日 文学ヰヰ 2 年次学生後学期授業 4週 5 日終了
14日 教授会
人事教授会
学部補導委員会
19日 教授会
入学試験打合せ会
20日 卒業正書受与（ 文学ヰヰ）
23～24日 入学者 選抜試験
31日卒業証書受与（理科ヰ）
I 教育学部II
2月1 ～1 0日 附属中朝交入学願書受付
2日 服務関係事務調査
7日 教務委員会
人事教授会
附属小学校入学志瀬者発育検査
8日 附属小学校入学志願者発育検査結果発表
附属幼稚園入 国志願者抽選
9 日 附属ノ同校入学志願者捕翠
1 3日 呉山会役員会
1 4日 学部長候補者 選挙委員会
教授会
1 5日 予算委員会
1 7日 授業終了
18日 附属中学校入学志願者 第 1 次 選考（筆記考査｝
21日 学部長候補者選挙
附属中学校入学説賭 第 1 次合格者発表
附属中判交入学却賭 第 2お翠考（抽選）
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23日 補導委員会
予算委員会
3月2 日 紀要編集委員会
3日 教育専攻科入学者選抜試験
5日 会計検査院の実地検査
6日 人事教授会
教務委員会
7日 教務， 補導合同委員会
教授会
9 日 教務， 補導合同委員会
10日 教授会
12日 教有専工対斗入学 者合格発表
15日 附属幼稚園第 3学期終業式
附属幼稚閲卒業式
16日 附属小陸沖交卒業式
17日 附属中三対立卒業式
19日 人事教授会
20日 教育学部卒業式
22日 附属小学校第 3学期終業式
附属中子沖交第 3学期終業式
23～24日 入学 者選彼試験
II経済学部｜
2月1 日 第 14回教務委員会
3 日 第15回教務委員会
第23回教授会
5日 服務状況調査
経済学専攻科入学合格 者発表
7 日 第 6回学音｜球南導委員会
第16回教務委員会
19日 第17回教務委員会
20日 第 2 回第二子持斗設置準備委員会
21日 第24回教授会
3月7 日 会計検査院の実地検食
第18回教務委員会
12日 第13回人事教授会
第 1 回日 本J毎経済研究所運営委員会
13日 第 3 回第二学科設置準備委員会
財務委員会
持ち廻り拐罪委員会
14日 第25回教授会
第19回教務委員会
品同寺ー
20日 卒業証書受与（昭和47年度卒業生19名）
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22日 第14回人事教授会
23～24日 入学者選依剖験（於 富山中部高校）
｜薬学部｜
2月1 日 教務委員会
カリキュラム検討委員会
薬学会幹事会
5日 教務委員会
教授会
人事教授会
9臼 教務委員会
12日 薬草園打合せ会
13～14日 大学 院薬子向汗究科第 2 次試験
14日 薬学研究科委員会
15日 教務委員会
カリキュラム検討委員会
17日 談話会
20日 薬草国打合せ会
21日 教授会
薬学研究科委員会
23日 大学院薬学研究科第 2 次試験合格者発表
24日 薬学会富山地区委員会
27～28日 大学院薬学研究干4修士論文発表会
3月1 日 教務委員会
2 日 教授会
5日 学部図書委員会
教務委員会
合同卒業論文発表会
6日 教務委員会
8 日 研究科委員会（修了認定）
14日 教授会（卒業認定）
15日 カリキュラム検討委員会
20日 判畔業式
薬窓会総会
23～24日 入学 者選抜孔験 （ 於 富山高等学ヰ交）
24日 人事教授会
30日 教務委員会
｜工学 部l
2月1日 一般教授会
専任教授会
2 年次学生専門教育課程移行オリエンテーション
昭和48年2月・ 3月号 号品凶』
9 日 学部学生（補i尊）委員会
13日 学内服務関係事務調査
14日 専任教授会
研究科委員会
3月7日 専任教授会
研究科委員会
7～8日 会計検査院の実地検査
14日 →宣教授会
専任教授会
23～24日 入学者選抜試験（於 高岡工芸高校）
I 教養部II
2月2 日 補導委員会
5日 選考委員会
特昇， その他給与に関する委員会
7日 教務委員会
教授会
9 日 服務関係調査
12日 補導委員会
14日 教務委員会
教授会
17日 選考委員会
19日 補導委員会
20 日 選考委員会
21日 教授のみの教授会
教授会
28日 教授会
3月2 日 教養部運営協議会
7 日 予算委員会
教務委員会
教授会
12日 補導委員会
14 日 教務委員会
教授会
19日 教授会
20日 授業8週終了
26日 教授のみの教授会
｜附属図書館｜
2月6 日 商議会
13日 事務打合せ会
報 第148号
16日 事務打合せ会
20日 移転完了
3月7日 会計検査院の実地検査
13日 商議会
15臼 事務打合せ会
l経営短期大学部1
2月2日 入試問題校正
2 ～7日 後期末試験
6 日 教授会（第10 回）
12～21日 入学願署受付
23日 推薦入学書類審査
24日 予銭会（於 学生会館）
26日 推薦入学面接
27日 教授会（第11回）
3月2日 調査書審査委員会
3日 入学志願者健康診断証明書審査
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6日 教授会
編入書類審査
7日 編入生選考検査
11日 入学者選抜試験
15日 教授会
入学者 選抜試験合格者発表
17日 卒業式（於 学生会館）
編 集 富 山大学庶務部庶務課
富山市五福3 1 9 0 
印刷所 第一共同印 刷株式会社
富山市太郎丸1220 2 
電話＠ 0 1 9 6（代）
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